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in15parturientwomenduringdelivery , 4timesduringthefirststage , 3times
duringthesecondstageand10timesduringthethirdstage.
Pulse-waveshape , pulse-waveheight , bloodpressureandheartratewere
comparedbetweensupinepositionandhalf-sittingposition.
Inthe supine , pulse-waveheightdecreasedgraduallyaftertheonsetof
laborpains , showingthelowestvalueof2.3 土0.2 mVIVattheendofbearing
downlabor. Duringtheintervalofthepain , pulse-waveheightwasalways
higherthanthatoflaborpain. Atthemiddlephaseofthe 五rst stagewhen
cervicaldilatationwas6em , pulse-waveheightexhibitedarelativelyhigh







































宮口開大 3 em未満・ 3em.....6em 未満 ・6em
.....gem 未満 ・gem 以上) ，分娩第 2期は 3回
(努責開始時・児頭発露・児頭娩出時)，分娩第







L 容 積 脈 波
1) 脈 波 波 形
分娩開始時(子宮口開大 0.......... 3 em 未満) の波
形を分類すると， 66.6% が正常波， 26.7% が拡
張波， 6. 7%が単相波であった。分娩時正常波で















陣痛開始時(子宮口開大 0.......... 3 em 未満) の波高
は，陣痛発作時 10. 9土 3. 6mV/V(以下平均値
と標準誤差) ，陣痛間歓時 14. 5ｱ4.8mV/V で，
分娩の進行と共に低くなり，子宮口全開大時に
は陣痛発作時で41. 8%， 陣痛間駄時で34. 9%に
減少した。以後分娩第 2期に入り，努責開始時
に波高は 2. 3土 0. 2 mV/Vで分娩経過中の最低
値を示し，分娩開始時の21. 1%に減少したが，
児娩出時 3. 6 土 O. 4mVIV と僅かな増加をみた。
児娩出後 10分にて 3. 2ｱ0.2mVIV と再び減少
したが，胎盤娩出後漸次増加して60分後には非





























































血圧 142. 6ｱ3.1mmHg ・拡張期血圧83. 7ｱ1.5




において収縮期血圧は 170土 9. 0 mm Hgで分
娩期の最高値を示し，分娩開始時より約35~ぢ，







72士 1.0であ っ たが， 分娩の進行 と共に増加 し，










努責時の 93. 7 土5.5 bpm で分娩開始時よ り25
%増加したにすぎなかった。
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2) 容積脈波の波高は， 陣痛発作時に高さ を





3) 心拍数は ， 児娩出時133. 5ｱ4.3bpm で
最高値を示し，分娩開始時の90%増であった。
心拍効果は，分娩第 2期に121 土 O. 7 と最高値を
示し，分娩開始時より 72. 5%増であ っ た 。 半坐
位における心拍数は，努責時の 121 土 0. 7bpm
で，分娩開始時の 25%増であった。
4) 血圧は9 分娩第2 期で収縮期血圧170mm
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